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平成 19年 3月期中間業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 平成 18年 8月 11日付当社「平成 19年 3月期第 1四半期財務・業績の概況（非連結）」に

おいて発表いたしました平成 19年 3月期（平成 18年 4月 1日～平成 19年 3月 31日）の業

績予想（中間期）を下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 

１． 平成19年 3月期中間期業績予想数値の修正（平成18年 4月 1日～平成18年 9月 30日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 1,080 △ 60 △ 70 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 1,016 △152 △159 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △ 63 △ 92 △ 89 

増 減 率            （％） △5.9 － － 

（ご参考） 
前期実績（平成 18年 3月中間期） 

1,159 △ 13 △359 

 

２． 修正の理由 

売上高につきましては、概ね予想の範囲内ですが、若干計画を下回る見通しとなりま

した。 

経常利益・中間純利益につきましては、売上高の減少に加えて、今後の商品展開を考

慮しての仕入部材のフリーライセンス化、並びに求人費などの増加による販売費及び一

般管理費の増加により、計画を下回りました。 

 

また通期業績につきましては、上半期より取り組んでまいりました新製品の機能向上

と、既存製品との連携強化により、下半期後半から、新製品の市場における展開を本格



化させ積極的な売上拡大を達成し、期初の通期予想の達成を目指します。 

 

（参考）平成 19年 3月期通期業績予想数値（平成 18年 4月 1日～平成 19年 3月 31日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想             2,380 100 85 

 

※上記予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、

実際の業績は、今後様々な要因により予想数値と異なることがあります。 

以  上 


